
　古くから織物の町として栄えてき
た群馬県桐生市。昔の織物工場や
土蔵など絹織物に関わる建造物が
多く見られ、市の一部は国の重要伝
統的建造物群保存地区に選定され
ている。この趣ある町並みをゆっく
りと走るのが「MAYU」の愛称で親
しまれる低速電動バスだ。このバス
は、単なる移動手段としてだけでな
く、地域の新しいコミュニケーション
手段の１つとしても期待されている。
　バスの開発は、脱炭素に取り組み
ながら地域の活性化を目指す、
2008年に採択されたJST社会技術
研究開発センター（RISTEX）のプロ
ジェクトからスタートした。当初から

このプロジェクトに携わっていた群
馬大学の天谷賢児教授は「プロジェ
クトではさまざまな二酸化炭素

（CO₂）削減策を検討・実施しました
が、その中心となったのがCO₂の削
減効果が大きい低速電動バスの開
発でした」と振り返る。さらに、桐生市
では住民の高齢化や人口減少といっ
た地域課題もあり、バスはそれらの
解決にもつながる手段だったという。
　現在は次世代モビリティ社会実
装研究センター長を務める天谷さ
んだが、元々の専門は環境流体力
学。一見、スローモビリティとは無関
係に思えるが、流体力学には交通の
流れを研究する「交通流」という分野
があり、その知見が低速で走るバス
が周りに与える影響を調べるのに役
立っている。「今は交通流のシミュ

レーターを使った実験も進めていま
す。今後このバスを導入したいとい
う地域にとって、シミュレーションで
低速走行の影響を検証できるのは
大きなメリットです」。

　2011年に電気自動車メーカー
のシンクトゥギャザー社（桐生市）が
開発した10人乗りの低速電動バス
eCOM-8は、通常の路線バスと
は異なる特長を備えている（図1）。 
最高速度は時速19キロメートルと
非常にゆっくりで安全性が高い。ま
た、側面には窓ガラスがない。天谷
さんは「暑さや寒さなど周囲の環境
を直接感じられるようなものにした
いと、概念設計を行いました」と説
明する。技術面では、タイヤとモー
ターをユニット化したインホイール
モーターを開発。高齢者が乗りやす
い低床化を実現できた。大人2人で
付け替えられるほど軽量の、交換式
のバッテリーも新たに開発。フル充
電すれば市内40キロメートルを走
行することが可能だ。

第21回

低速電動バスが導く持続可能なまちづくり低速電動バスが導く持続可能なまちづくり
高齢化や公共交通縮小の地域課題に挑む高齢化や公共交通縮小の地域課題に挑む

図1　鮮やかな色の車体が目を引く「MAYU」。計5台ある車体管理は桐生再生社が担っている。
eCOM-8の改良型であるeCOM-8²（右）は、営業車両の登録ができるように車内の寸法を調整したほか、
将来的に自動運転することも想定し、必要なカメラを取り付けるためのスペースも用意している。

社会実装につながる研究開発現場を紹介する「イノベ社会実装につながる研究開発現場を紹介する「イノベ
見て歩き」。第21回は、群馬大学次世代モビリティ社会見て歩き」。第21回は、群馬大学次世代モビリティ社会
実装研究センターの天谷賢児センター長や桐生市の実装研究センターの天谷賢児センター長や桐生市の
島田良明課長補佐らが開発・運用に関わっている低速島田良明課長補佐らが開発・運用に関わっている低速
電動バスの地域実装の取り組みを紹介する。高齢化電動バスの地域実装の取り組みを紹介する。高齢化
や公共交通サービスの縮小といった地域課題を解決や公共交通サービスの縮小といった地域課題を解決
することで、持続可能なまちづくりを下支えしている。することで、持続可能なまちづくりを下支えしている。
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乗客の会話が弾む対面式座席
企業やSSH校、住民らも協働
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　もう１つ、このバスには大きな特長
がある。それは、乗客同士のコミュニ
ケーションを促す機能があることだ。
設計段階からコミュニケーションが
取れる空間を目指して座席を対面式
にしていたが、実際に運行してみる
と予想以上に会話が弾んだという。
座席間の距離や配置には、空間配
置がコミュニケーションや人間関係
に与える影響を研究する「近接学」
の知見が生かされている（図2）。

2016年の運行実験の際には、乗車
しない人までバス停に集まり会話を
楽しむ光景も見られ、バスをきっか
けにしたコミュニケーション活性化
という相乗効果も生まれたそうだ。
　低速電動バスで地域課題を解決
するという取り組み全体に目を向け
ると、大学や市だけでなく、複数の
企業やスーパーサイエンスハイス
クール（SSH）指定校の群馬県立桐
生高等学校などが協働しているこ
とも大きな特長だ。また、天谷さん
が主導し桐生市や地元企業、各種
団体などが自由に参加できる会議
を、月に1回程度でこれまでに100
回近く開催。地域創生に携わる人た
ちが集まり、情報を共有・交換して
いる。
　「MAYU」が桐生市に登場して
10年以上が経った。現在は、無料バ
スとして週末に市内の歴史的建造
物や遊園地・動物園を含む3つの観

光コースを走っているほか、地域の
イベントなどにも貸し出している。
また、住民らが運行設計に携わり、
病院や商店など行きたい場所を調
整しながら走らせる実証実験も続
けている。
　大学連携推進担当（当時）として、
群馬大学と共に長く取り組んでき
た桐生市役所の島田良明課長補佐
は「当初は、低速電動バスが交通の
障害物扱いされるのではという懸
念もありました」と語る。しかし、桐
生市民にとって群馬大学は自分た
ちの地元の大学という意識が強く、
大学と地域で作ったバスであるとい
う意識がある。大学が関わるバスの
取り組みに協力的で、応援もしてく
れているという。

　2024年10月には、科学技術・イ
ノベーションによって社会課題を解
決する取り組みをJSTが表彰する

「STI for SDGs」アワードの優秀賞
を受賞。地域に根差した住民の新し
い交通手段であり、コミュニケー
ションツールでもある低速電動バス
を活用した地域活性化の取り組み
は、各方面から評価されている。 
また、このバスは富山県黒部市の宇
奈月温泉など全国約20カ所にも導
入されている（図3）。
　ただ、バスの地域実装には課題も
ある。天谷さんが最大の課題と指
摘するのは、持続性の確保だ。現在
は行政の支援とレンタカー事業な
どで成り立っているが、行政の支援
なしに公共交通のように日々運用
することは、経済的に難しいという。
そこで解決策の１つとして講習を実

施して住民が運転手を担う取り組
みを進めているほか、通院用の乗り
合いバスとして利用するなど1台の
バスをさまざまに活用することなど
も検討している。
　どのような方法が最善なのかまだ
結論は出ていないとしながらも、１つ
の方向性として「ゆるく続ける」とい
う方法があるかもしれないと話す天
谷さん。旅客運送事業として常に決
まった時間に走るのではなく、例え
ば住民の合意のもと、ある程度自由
に運行する。自分たちで制御できる
範囲で管理を行うことで、長く続け
られるのではないかと考えている。
　島田さんによると、桐生市はこれ
までの価値観を転換し、ゆっくりし
た時間の中で人々が触れ合う社会
を理想とする「ゆっくりズムのまち
づくり」を提唱していて、その中では
バスの活用も位置付けられている
という。利便性の追求だけではない、
新たな価値とは何かを探りながら、
低速電動バスの地域実装と課題解
決の模索はこれからも続いていく。
（TEXT：肥後紀子、PHOTO：島本絵梨佳）

図2　車内では自然と乗客同士の会話が生ま
れる効果もあるという。2025年度は実際に会
話の質と量を調査し、科学的に分析する予定だ。

図3　導入にあたっては、必ず実証実験を行い
住民から受け入れられる環境を整える必要があ
る。天谷さんは、導入した地域同士で情報交換し
たいと考えていて、今後はシンポジウムの開催
なども検討中だ。

「STI for SDGs」アワード　2024年度優秀賞
「低速電動バスの社会実装による地域課題解決の取り組み」

評価されて全国20カ所に導入
課題は持続性確保、模索続く

低速電動バスを導入している地域
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